
◎児童一人一人の障害による学習上・生活上の
困難を主体的に改善・克服するために充実した
支援を行い、調和的発達の基盤を培うことで、
自立を目指す。
○ソーシャルスキルトレーニングを取り入れ、
コミュニケーションスキルを身に付けさせ、周
囲の児童と上手に関われるようにする。また、
それぞれの状況の理解を図り、善悪に対する判
断力を高める。

学力向上
〈学ぶことが楽しくなる授業〉

社会性の育成
〈関わりを大切にし明るく楽しい学校生活〉

健康な身体
〈全ては健全な身体に宿る〉

支援教育の充実
〈すべての児童に特別支援教育の理念を〉

家庭・地域との連携・協力
〈子供の健やかな育ちのために〉

◎広報活動を通して開かれた学校を目指すとともに、家
庭・地域との連携の充実を図る。
○意図的・計画的且つ魅力ある学校公開及び保護者会等
の計画・実施を丁寧に行う。

◎学習指導要領を踏まえて、基礎的・基本的な知識及び技能を確実
に習得させ、これらを活用して課題を解決するために必要な思考
力、判断力、表現力等を育み、確かな学力を育成する。
○各教科の特質に応じて、知識及び技能を活用させ、記録や報告、
話合い活動やレポート作成等言語活動の充実を図り、問題解決的な
学習を推進、思考力、判断力、表現力等の育成を図る。

◎特別活動の充実を図り、児童一人一人が集団や
社会の形成者として、集団活動に主体的に取り組
み、関わり合いを通して、集団や自己の課題を解
決する資質・能力を育成する。
○学級活動で、よりよい生活や人間関係の構築の
ために課題を見いだし、解決のために話合い活動
を充実させ、合意形成を図ったり役割を分担して
協力し合って実践したりして、自主的・協力的に
生活できるようにする。

◎東京都の体力・運動能力調査の結果を踏まえ、年間を通し
た体力向上のための指導体制作り、及び各教科における計画
的な平井小レガシー(スポーツ志向・ボランティアマイン
ド・障がい者理解)を推進し、運動に親しむ児童の育成を図
る。
○体力向上月間・週間を設定し、体力向上教室を開き、主に
持久力、跳躍力、投力を高める。
〇ノーメディアチャレンジの継続的な取組でメディアとの付
き合い方を振り返らせ、規則正しい生活習慣を確立する。

令和５年４月３日

校長　　瀬戸　隆幸令和５年度　日の出町立平井小学校　学校経営計画　　　　　　　　　　　　　

　目指す学校像
　学校経営スローガン　「心をみがき、ちがいを力にかえる学校」
　（１）児童が楽しく、毎日行きたくなる学校
　　　　（平井小で学んで良かったと言える学校）
　（２）教職員が個々の力を発揮し、協働して教育活動にあたる学校
        　 （平井小に勤務して良かったと言える学校）
　（３）保護者・地域が誇れる学校
　　　　（平井小に通わせて良かったと言える学校）
　（４）生涯学習の基礎作りを果たす学校
            （平井小を母校と、日の出町をふるさとと胸を張って言える学校）

　平井小学校の教育目標
☆人権尊重の理念を基盤とし、心身ともに調和のとれた発達と個性の伸長を図るとともに、多様な人々と協働しながら社
会の変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓く力を育成し、持続可能な社会の創り手を育てるため に次の目標を設定する。
 〇 すすんで学ぶ子(考える力、決める力、表す力を高めよう)「問題解決力」
 ◎ 心やさしい子(認め合い、支え合い、協力して行動しよう)「人間関係形成力」
 〇 からだをきたえる子(心と体に関心をもち、健康な身体をつくろう)「健康・安全、体力向上に関する力」
★重点目標は「心やさしい子(認め合い、支え合い、協力して行動しよう)」
   よりよい生活や人間関係の構築のために話合い活動を充実させ、思いやる心、敬う心を育て、自主的・協力的に生活で
きるようにする。

学　校　経　営　目　標　（　◎中・長期目標　　○短期目標　）

　具　体　的　な　方　向　や　方　策

〈教職員〉
①指導力を磨き、より質の高い教育を目指すため、教員
一人一人が校内研究をはじめ、各種研修会を活用し、授
業力や専門性の向上を図る。
②児童との信頼関係を築き、児童理解を深め、体罰はも
とより、暴言・不適切な指導がないようにする。
③互いに律し合える心開かれた組織を築き、職務に専念
でき服務事故を起こさない雰囲気を作る。
④働き方改革推進プランを実行し、管理職・教職員とも
に誇りとやりがいがもてる環境づくりを進め、教育の質
の維持向上を図る。（毎週水曜日はノー残業デー）

総　合　評　価　（　別紙評価報告書から　）

次　年　度　に　向　け　て　の　改　善　策

①主体的・対話的で深い学びを目指した授業
☆心の教育を中心に校内研究を進め、かかわり合いを通して互いの
よさを認め合い、他者から学ぶ姿勢や主体的にかかわり合う意欲、
豊かな人間性を育てる。
☆１時間や１単元のねらいを明確にし、見通しがもて、主体的に学
べる授業を行う。
②言語活動の充実
☆全教科・領域において「話す」「書く」「話し合う」場面を意図
的に設定する。
☆基本タイムに言語事項に関する指導を実施する。
③分かりやすいきめ細やかな指導
☆算数においては、習熟度別指導を充実し、より個に応じた指導を
行う。
☆学校・学習支援員等ボランティアの活用を進める。
☆ICTサポーター・ICT機器・ICT教材を積極的に活用し、GIGAス
クールを推進する。
④子供の学びの習慣化〈学習規律〉〈家庭学習の定着〉
☆定期的に学習規律を中心とした「学習習慣調べ」を実施し、学習
規律の定着と意識を高める。
☆読書を含め、家庭学習の在り方を提案、啓発を行い、家庭学習の
時間（学年×10分以上）を確保できるようにする。
☆家庭学習習慣調べを定期的に実施し、結果を分析・公表し、家庭
学習定着の意識を高める。
⑤地域素材（人・もの・こと）の教材化
☆平井川学習、外国の方との交流、敬老会の方との交流等、地域を
積極的に教材化し活用する。
⑥感性や豊かな情操を育む
☆平素の学校生活や音楽会をはじめ、学校行事において一人一人が
個性豊かに表現できる機会を設ける。
⑦外国語活動の充実
☆外国語教育推進担当を中心に校内OＪＴを通して授業の充実を図
るとともに、校内環境を整備する。

①自らすすんであいさつができる児童の育成
☆おはようございます・こんにちは・ありがと
う・ごめんなさい・会釈等
②地域の方々と連携した授業の展開やふれあい
☆地域の方々とふれあうことで、地域を知り、郷
土を愛する心を育む。
③平井フレンズ（たてわり班活動）の充実
☆たてわり班による清掃活動等、たてわり班活動
の常時活動化や平井フレンズでの遊び等異年齢集
団による交流活動の充実を図る。
④特別活動の充実
☆学級活動（１）の実践を重ね、学級会が充実す
る環境をつくる。
⑤規範意識の醸成〈ひいらちゃんとの10の約束〉
☆善いことは善い、悪いことは悪いと毅然とした
指導で、善悪の判断力を育てる。
☆いじめの未然防止に努めるとともに、教職員が
一致協力して早期発見・早期対応を図る。また
SOSの出し方について指導にあたる。
☆「いじめに関するアンケート」を毎月実施し、
子供たちの実態把握に努めるとともに「思いや
り」の大切さを指導し、自己有用感を高める。
⑥「特別の教科道徳」の時間の充実
☆全教育活動での道徳的実践を推進するととも
に、教科書を中心に「考える道徳、議論する道
徳」を計画的に実施する。
☆道徳授業地区公開講座では、全学級が授業公開
し、学校・家庭・地域で意見交換会を行うこと
で、子育てについて情報を共有する機会をつく
る。

①体力向上
☆全学年で体力テストを実施・分析し、授業の改善・個人の
指導につなげる。
☆体力向上月間（11月：持久走、1月：縄跳び）を設定
し、体力向上を図る。
☆平井フレンズでの遊び、学級での遊び、放課後遊びを通し
て運動に親しむ子を育てる。
☆オリンピック・パラリンピック教育で身に付けた平井小の
レガシー（スポーツ志向・ボランティアマインド・障がい者
理解等）を各教科の指導で意図的・計画的に実施する。
②健康的な生活習慣の確立
☆「早寝・早起き・朝ご飯・朝うんち」の合言葉やノーメ
ディア・生活習慣調べ等を実施し、児童や保護者の意識啓発
を図る。
☆給食（教職員のアレルギー対応研修含）、食育、歯磨き
等、食や保健の指導の充実を図る。
③安全に対する意識と態度の育成
☆PTAと協力して自転車ヘルメットの着用率を向上させると
もに、自転車の乗り方について、指導を重ねる。
☆防災について、「３．１１を忘れない」「東京防災」「防
災ノート」を活用し、安全についての意識と態度を育て、高
める。
☆SNS東京ルールを基に「SNS学校ルール」を策定し、保
護者には「SNS家庭ルール」を作成してもらい、家庭への
啓発を図る。
☆すぐメールの登録を完備、災害用伝言ダイヤル171等を
活用して緊急時の連絡体制を整える。

◎特別支援教育の充実
☆連携型個別指導計画・学校生活支援シートに
沿って、一人一人の特性に応じた見通しをもた
せた分かりやすい授業を展開する。
☆本人の苦手さや困り感を確実に把握し、その
克服を支援する。また、気持ちを伝えたり、相
手の思いを受け止めて考えたりする活動を増や
し、情緒の安定や円滑な対人関係の形成を図
る。
☆支援教育コーディネーターはじめ、特別支援
教室担当やＳＣを中心に、校内支援体制を充実
させ、在籍学級担任と連携しながら、子供や保
護者の相談に応じる体制を確立する。
☆支援教育推進委員会を中心にミニ研修等の機
会を活用し、全ての教員の支援教育に関する理
解を深める。

取　組　や　達成　の　状　況

①学校広報
☆ホームページ、メール配信をはじめ、学校・学年・学
級だよりで学校や子供たちの様子を積極的に伝える。
☆学校公開や保護者会の充実を図る。
②幼保・小・中連携を推進
☆もうすぐ1年生を実施し、連携を図る。
③地域学校協働活動推進事業運営委員会との連携
☆学校支援コーディネーターと連携し、地域の教育力を
生かすとともに学校を核とした地域の活性化を図る。

〈特色ある実践事業（予定を含む）〉
★水曜日の6時間授業を実施
　（学習指導要領対応時数の確保）
★河川基金助成事業校(アドバンス)12年目
「地域の宝　平井川で学ぶ自然・生き物・環
境」
★オリンピック・パラリンピック教育の平井小
レガシーとなる体験の充実と環境整備


